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◆―新年は1月6日（月）より業務を開始します。

　

臨
時
国
会
の
冒
頭
、
安
倍
首
相
は
憲
法
調
査
会
で
の

改
憲
論
議
を
要
求
。
し
か
し
、
首
相
主
催
の
「
桜
を
見

る
会
」を
巡
る
数
々
の
疑
惑
が
噴
出
。「
前
夜
祭
」疑
惑
、

多
数
の
被
害
者
を
出
し
た
マ
ル
チ
商
法
の
ジ
ャ
パ
ン
ラ

イ
フ
元
会
長
の
招
待
、「
私
人
」
の
昭
恵
夫
人
の
推
薦

疑
惑
等
、
前
代
未
聞
の
税
金
の
私
物
化
や
証
拠
と
な
る

招
待
者
名
簿
の
廃
棄
な
ど
の
情
報
の
隠
ぺ
い
・
改
ざ
ん

に
野
党
は
結
束
し
て
追
及
。
首
相
は
予
算
委
員
会
出
席

を
拒
否
し
て
逃
げ
続
け
、
自
・
公
は
国
会
を
「
強
制
終

了
」
さ
せ
た
。
安
倍
首
相
は
、
年
が
変
わ
れ
ば
忘
れ
去

ら
れ
る
と
高
を
く
く
り
、
説
明
責
任
を
果
た
す
姿
勢
は

全
く
な
い
。
逆
に
、
4
国
会
連
続
見
送
り
と
な
っ
た
改

憲
論
議
に「（
憲
法
改
正
を
）私
の
手
で
成
し
遂
げ
た
い
」

と
異
常
な
執
念
を
示
し
た
。
自
民
党
は
今
、
全
国
各
地

の
改
憲
集
会
で
使
用
す
る
安
倍
首
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動

画
を
配
布
。
動
画
は
自
衛
隊
の
映
像
を
延
々
と
映
し

「
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
」
等
檄
を
飛
ば
し
て
い
る
。

　
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
の
中
村
哲
医
師
が
志
半
ば
で

凶
弾
に
倒
れ
世
界
の
人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

戦
争
・
飢
餓
・
貧
困
・
テ
ロ
…
混
迷
す
る
ア
フ
ガ
ン

で
約
30
年
、
自
ら
重
機
に
乗
り
井
戸
を
掘
り
水
路
を

開
き
荒
地
と
化
し
た
農
地
を
青
々
と
蘇
ら
せ
、
人
々

は
武
器
を
捨
て
生
活
を
取
り
戻
し
た
。
米
軍
の
ア
フ

ガ
ン
攻
撃
が
始
ま
っ
た
2
0
0
1
年
、
中
村
さ
ん
は

国
会
で
参
考
人
と
し
て
自
衛
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
問

わ
れ
た
。「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
き
っ
ぱ
り
と
答

え
た
。
9
条
の
重
み
を
知
り
尽
く
し
た
中
村
さ
ん
は

「
戦
争
に
よ
っ
て
絶
対
に
テ
ロ
は
解
決
で
き
な
い
」
と

安
倍
首
相
の
ア
メ
リ
カ
追
随
の
「
積
極
的
平
和
主
義
」

を
厳
し
く
批
判
し
て
き
た
。

　

私
た
ち
は
中
村
さ
ん
の
意
志
を
継
ぎ
、
今
年
こ
そ

安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
9
条
を
守
り
抜
こ
う
。

　

二
〇
二
〇
年
一
月　

元
旦

�

弁
護
士　

高
崎　

裕
子

2020.1.1 第68号

札幌市中央区大通西10丁目南大通ビル新館7F

たかさき・渡部法律事務所

2020 年新年号第 68 号をお届けします。
本年もなにとぞよろしくお願いいたします。

1　護衛艦「いずも」の空母化、敵基地攻撃可能な
F35Bステレス戦闘機の大量購入。これは「専守防衛」
の逸脱だ。防衛費も、5兆 3200 億円と過去最大規
模に。軍事大国はもはや懸念の域を越えた。
2　東京新聞社説は、前日の東京地裁の判決を、「司
法は本質を直視せよ」と、「ピストルの例え話をし
よう。銃弾が発射され、標的の人に向かって飛ん
でいる。それを超スローモーションで見たら…。確
かに銃弾は空中にあるので、その時点では人には
何ら被害は起きていない。しかし、危険は刻一刻と
迫り、いずれ人に命中する。」と書いた。安保法制は、
憲法 9条がなくなる恐怖・精神的苦痛を多くの市
民に与えた。疑いなく、銃弾は発射されている。
3　突然裁判を終結し、原告の請求を否定した札
幌地裁を、北海道新聞は、「法律の内容に加え、成
立の経緯にも疑義がある安保法のような問題を避け
て通るようでは、「人権のとりで」としての役割は果
たせまい。違憲立法審査権の重みを改めて直視し、
正面から向き合うべきだ。」と批判した。
　舞台が移った札幌高裁に、安保の実態から目を背け
るな、時間と労力を惜しむな、徹底した審理をと訴えた。
　皆さんの声を裁判所に届けよう。署名用紙を同封
する。ご協力を。

　10 月 29 日、50 代の男性が、ストーブの購入
費約 14000 円の臨時支給を認めなかったことは
憲法 25条が保障する健康で文化的な最低限度の
生活の侵害だとして札幌市を相手に提訴した。
　男性には、心臓病の持病があり、発作時は一
刻を争って掛かりつけの医師の処置が必要。救
急車では間に合わない。それに備えての費用を
備えなければならない。当然に、購入費用を月
の生活扶助費からの捻出は不可能。
　「保護は、要保護者の年齢別、性別、健康状
態等その個人又は世帯の実際の必要の相違を考
慮して、有効且つ適切に行うものとする。」（法
9条）との、必要即応の原則を定めている。札
幌市は、形式的な運用で不支給を決定した。
　彼は、毛糸の帽子と防寒着を着たまま寝るこ
とを余儀なくされ、「寒さへの恐怖だけでなく、
寒さによる血圧変動が最も恐ろしかった。」と
いう。

暖房器具は命綱　
─ ストーブ代不支給違憲訴訟 ─

� 弁護士　高崎　　暢

「銃弾は発射された」　
─ 安保法制違憲訴訟、

舞台は札幌高裁へ ─
� 弁護士　高崎　　暢

地球岬の日の出（室蘭市）

その日のうちに相談を希望される方に、平日午後
3時から7時まで、ご相談に応じます。

即日相談が好評です

相談受付
電話番号 011-261-7738
（平日午前9時15分から午後5時まで）
FAX（011-261-7718）は24時間受付
HP：http://www.law-takasaki.com/

土曜日、日曜日、祝日も、ご相談に
応じます。休日相談

初回相談に限り、相談料は1時間まで無
料としております。2回目以降の相談に
ついては、1時間5,400円（税込）です。

初回無料
相　　談

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編集
後記

事務局一言
　安倍政治のすき勝手いい
加減さに怒りが収まらない毎
日ですが、3年ぶりに新人弁
護士が入所しました。20 代
のフレッシュマンは事務所の
雰囲気も明るくしてくれると
思います。事務方もしっかりサポートしたいと思います。

事務局長　池田　　滋
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関
係

高
崎
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弁
護
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中
村
哲
医
師
が
凶
弾
に
倒
れ
た
。
彼
の
生
き
ざ

ま
は
、
憲
法
9
条
、
平
和
の
道
具
と
し
て
生
き
る
、

そ
の
も
の
で
あ
り
、
尊
敬
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。

私
は
、「
9
条
が
あ
る
か
ら
、
海
外
で
こ
れ
ま
で

絶
対
に
銃
を
撃
た
な
か
っ
た
日
本
。
そ
れ
が
、
ほ

ん
と
う
の
日
本
の
強
み
な
ん
で
す
。」
と
い
う
彼

の
言
葉
を
、安
保
違
憲
訴
訟
の
書
面
に
引
用
し
た
。

　

ガ
ニ
大
統
領
が
彼
の
棺
を
担
い
だ
が
、
私
邸
に

い
た
安
倍
首
相
は
出
迎
え
も
し
な
か
っ
た
。
よ
ほ

ど
、
平
和
的
国
際
貢
献
が
お
嫌
い
な
よ
う
で
。

高
崎
　
裕
子

弁
護
士

　

事
務
所
旅
行
で
韓
国
へ
！　

今
は
懐
か
し
い
冬

ソ
ナ
ツ
ァ
ー
、
自
由
法
曹
団
女
性
部
総
会
、
事
務

所
9
条
の
会
の
研
修
等
何
度
も
訪
れ
た
。
日
本
軍

「
慰
安
婦
」
に
さ
れ
た
ハ
ル
モ
ニ
が
生
活
す
る
ナ

ヌ
ム
の
家
は
二
度
目
。
93
歳
の
イ
・
オ
ク
ソ
ン
さ

ん
と
久
し
振
り
の
再
会
。「
日
本
人
が
嫌
い
な
の

で
は
な
い
。安
倍
が
嫌
い
だ
」「
謝
罪
し
て
ほ
し
い
」

以
前
と
変
わ
ら
な
い
切
々
と
心
に
し
み
る
訴
え
。

高
齢
の
ハ
ル
モ
ニ
達
が
生
き
て
い
る
間
に
何
と
し

て
も
解
決
を
と
握
り
合
っ
た
手
は
温
か
か
っ
た
。

渡
部
　
敏
広

弁
護
士

　

昨
年
は
、
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、
時
間

ギ
リ
ギ
リ
で
し
た
が
、
無
事
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

完
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
が

流
行
し
て
い
る
と
聞
き
、
思
い
切
っ
て
道
具
を
揃

え
、
実
行
し
て
み
ま
し
た
。
北
海
道
合
唱
団
の
活

動
で
は
、
日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
i
n
京
都
の
小

編
成
の
部
で
金
賞
を
頂
け
良
か
っ
た
で
す
。
今
年

は
ア
ウ
ト
ド
ア
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
。

2020年
本年もよろしく
お願いします

水曜集会「平和の像」の前で

　はじめまして。この度、たかさき・渡部法律事務所に入所させていただく
ことになりました遠藤正大（えんどう　まさひろ）と申します。
　私は、大学入学を機に関東から札幌に移り住みました。そして、北海道の
美しい自然や道民の温かい人柄に魅了され、この場所での暮らしを更に豊か
にするために働きたいと考えるようになりました。
　一つ一つのお悩みに丁寧に耳を傾け、少しでも多くの方の不安を解消する
お手伝いをしていきたいと考えております。
　まだまだ未熟者ではございますが、どうぞよろしくお願い致します。弁護士　遠藤　正大

新人弁護士あいさつ

1　

語
ら
れ
な
い「
不
都
合
な
真
実
」

2　

韓
国
へ
の
事
務
所
研
修
旅
行

日
韓

　離婚のご相談の中で、婚姻費用（生活費）や子の養育
費に関するご相談を受けることがあります。婚姻費用や養
育費については、裁判所が提示する算定表があり、これ
が金額の一つの目安となります。この算定表は、2003年に
公表されたものが長らく使われており、現在の生活水準を
反映していないという批判がありましたが、2019年12月23
日、ようやく算定表が改訂されました。今後の婚姻費用・
養育費の算定に相当な影響を及ぼす改訂です。具体的な
金額や内容につきましては、弁護士にご相談ください。

弁
護
士　

高
崎　
　

暢

　

昨
年
は
、
朝
鮮
3
・
1
独
立
運
動
か
ら

1
0
0
年
の
節
目
の
年
。
日
韓
関
係
史
が
専

門
の
鄭
在
貞
ソ
ウ
ル
市
立
大
学
名
誉
教
授
の

案
内
で
、
一
日
ソ
ウ
ル
市
内
を
巡
り
、
植
民

地
時
代
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
、
ナ

ヌ
ム
の
家
で
元
慰
安
婦
の
イ
・
オ
ク
ソ
ン
さ

ん
の
話
を
聞
き
、
1
4
0
9
回
目
の
日
本
大

使
館
前
水
曜
集
会
に
参
加
し
、
徴
用
工
裁
判

の
弁
護
士
崔
鳳
泰
さ
ん
と
も
会
っ
た
。

　

イ
・
オ
ク
ソ
ン
さ
ん
は
、
開
口
一
番
、「
な

ぜ
安
倍
は
ま
だ
い
る
の
か
。」
と
問
い
、「
日

本
が
直
接
謝
罪
す
る
ま
で
死
ね
な
い
！
」
と

語
っ
た
。
水
曜
集
会
で
、
中
1
の
男
の
子
が
、

「
す
み
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
が
、
そ
ん
な
に
難

し
い
こ
と
で
す
か
。」
と
発
言
し
た
。
そ
れ
ら

の
言
葉
は
重
か
っ
た
。
植
民
地
支
配
の
も
と

で
作
り
出
さ
れ
た
矛
盾
を
精
算
し
、
乗
り
越

え
よ
う
と
し
て
い
る
朝
鮮
半
島
の
人
々
。
彼

ら
に
応
答
し
て
、
日
本
人
が
歴
史
認
識
や
民

主
主
義
意
識
の
今
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
な

ら
、
人
類
普
遍
の
原
則
に
基
づ
く
友
好
の
時

代
が
始
ま
る
と
確
信
し
た
旅
で
あ
っ
た
。

　

日
韓
関
係
悪
化
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
元

徴
用
工
へ
の
判
決
に
、
安
倍
首
相
は
、「
国
際

法
上
あ
り
得
な
い
判
断
」
と
非
難
し
、
マ
ス

コ
ミ
や
「
識
者
」
も
こ
れ
に
追
随
し
て
韓
国

非
難
の
大
合
唱
で
あ
る
。

　
「
不
都
合
な
真
実
」
と
は
、
日
韓
請
求
権
協

定
の
締
結
以
来
、「
請
求
権
協
定
で
は
個
人
の

請
求
権
は
消
滅
し
な
い
」
と
力
説
し
て
き
た

の
は
日
本
政
府
で
あ
り
、
2
0
0
0
年
前
後

に
解
釈
の
転
換
を
行
っ
た
の
も
日
本
政
府
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

国
際
人
権
規
約
B
規
約
で
は
、「「
何
人
も
、

強
制
労
働
に
服
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
い
」

（
第
8
条
3
項
（
a
））
と
な
っ
て
い
る
。
安

倍
首
相
の
批
判
こ
そ
「
国
際
法
上
あ
り
え
な

い
！
」

婚姻費用・養育費の算定表が改定されました
� 弁護士　渡部　敏広

身 近 な 法 律 改 正


